
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

曳

昭 和 36年 6 月10日 第 21群　感染，免疫 に 関す る 問題 913− ／31

間 に 関係 が あ る か．

　2）　あ る とすれ ば，こ れ の 発現 目 と Impetigo との 発

生 日 との 間に 関係 が あ る か．

　 140．に対す る答弁　　 （都立駒込病院）飯 円 　政美

　新生 児眼険炎及 び そ の 母親 の 会陰部膿疱診 よ り 同 じ

抗 生 剤耐性及び フ ァ
ージ型 の St．　anreus を分離 して い

る．

　14D．に対する 追 加 並び に 質問

　　　　 （大阪医大）

　　　　　　 西川　　潔，久保 田　昭，田 中　　享

　吾 々 も 新生 児咽頭 プ 菌 の 感 染様相 を検 した 結 畏次 の 成

績 を得 た ．

　 1． 出生後 の ブ 菌獲得状態 は 生後 4 日で 100％ を示 し

た．

　2． 医師 ， 看護婦の 咽 頭 よ り ブ菌分離率の 高い こ とを

爪 した ．

　 3． 薬剤 に 対す る 耐性 ブ 菌の 割 合 は TC 系 に 高 く，
　 E

M に 弱 い こ とを 示 した．叉 多 重 耐 性 の 多 い こ と を 認 め

た．

　4．　フ ァ
ー

ジ 型 別 は 1群 の 80株が 多 くみ られ た．

　 なお フ ァ
ージ 型 に つ い て は Williams 等 の 21種の フ ァ

ージ 型 を 用 い て IRTD （Routine　test　dilution）で行

つ た も の で あ りな お 正確度 に つ い て は 現在検討 中 で あ

る．

　貴院 の 新生児 ブ 菌感染 に 対する対策をお 教え下 さ い ．

　140．に 対す る 答弁　　（都立 駒 込 病 院）　 飯 田　政美

　 ブ ド ウ球 菌 の 院 内 感 染 の 流 行 に さ きが け て ，新 生 児 鼻

腔 に所謂 「流 行型 」 の増殖 が あ る と言われ て い る が，こ

の よ うな 時に 鼻腔内ブ ドウ球菌の 発 育増殖を抑制する 処

置 を 予 防的 に と い う意味 で ，エ リ ス vv イ シ ン の 点鼻，

ま た は軟膏 の 塗布を行 う とよ い と思う．また 勤務者の 鼻

腔 ブ ドウ球菌の 定期的培養 も必要 で あ ろ う．

　140．に対する質問　　　 （順天堂大）　 松 田　静治

　 140及 びそ の 追加 （大阪医 大）に 対 す る追加並 び に 質

問

　 フ ァ
ージ 型 別 で フ ァ

ージ 80の Pattem を 示 す ブ 菌 が，

吾k の 所で も乳腺炎， 新生 児膿皮症の起因菌と して最近

＆ られ て お り ます が，しか しこ の フ ァ
ージ を使 用す る場

合 の R 田 D が 問題 で， 100RTD 以 上 で は各 群 との混合

群 が 多 くな る 傾向 が あ ります．

　大阪医大へ の 質問

　 フ ァ
ージ 80の 稀釈度は どの 位 ですか．

　 （時間切れ の た め答弁中止 ）

　141 ．　 当病院に 集団発生 し た 新生児肺炎 に 就い

て

　　　　　 （入 吉総 合 病 院） 木葉矩弘 ，山下　馨

　 昭 和35年 1 月 9 円か ら29 日迄，当病院で 分 娩 した 16例

中1王例 が，高熱 と重篤な呼 吸器症状 を呈 した の で，酸素

吸 入，化学 ・抗生 剤，強心 ・ビタ ミ ン 剤 ， 葡萄糖等 を可

及的に 使用 ・治療 し， 新生 児室 の 管理 も充 分 に 行 つ た

が，こ の 内 5 名 が 死 の 転機 を と つ た ．当時 ，報道関係

は ， 病院管理だけの 面 を と りあげ ，

一
方 的 「ニ ュース 」

と した ．然 し院 内 は，直 ちに こ れ が 対策と原因探究 に全

力 を注 ぎ，熊大の 援助を得 て 病原検索 に 当つ た ．当時 ，

人 吉地 方 の 1 月 気 象状況 は，中旬に は ，最高温度 は 前 年

よ り高 く， 最低気温 は低且つ 弛張激 し く， 下旬では ， 最

高最低気温共に 低 い とい う，前年に 比 して 気温 動揺 は 大

で あ つ た ．死亡 例 の 臨 床 像 は ， 何 れ も 高 熱 を呈 し，初 期

に は 顔面紅潮後呼吸促進 ， 哺乳 刀微弱，無力状 とな り，

次 い で顔面 蒼白 ， 鼓腸 ， 吃逆 を 見た．末期 に は 顔面壟

牽 ，チ ア ノ
ー

ゼ を認 め る もの も あ り，胸部の 理 学 的所見

は，新生児肺炎の 特徴 を示 し，極 め て軽微，濁音は 証 明

出来ず，少許の 小水泡音を聴取するに 過ぎなかっ た．熱

型 は 多 隆性 ．二 峰 性 或 は
一

峰 性 を示 す も の の ，一
途 に ．E

昇 を示す もの が 多 く，生後 3 〜5 日 目 に 死の 転機 を とつ

た．病院の とつ た 対策は，第
一

病棟で症例 1及び 2 が 13

日， 14日 と前後 して 死 亡 した の で ， 原因探究 に 努 め，

病院運営委員会 に 対策 を 提供，検討 の 結果，臨 時 新生 児、

室 を設 け る こ とに決定 した が，こ の 完成途中に ， 症例 3

が 22 日に 同病棟で死 亡 した ．25日の 新生 児室 完成 と同時

に ， こ こ へ 生 活 刀 薄弱児 6名 と保 育 器 収 容未熟児 2 名 の

計 8名を収容 した ．然 し，29 日 に相隣す る 症例 9及 び10

が，同 じ く肺炎症状で死亡 した の で ， 感染を疑 い ， 29日

以降，児 を個 々 に 展開 した．と同時 に 臨 時 新生 児室 を蒸

気 ホ ル マ リ ン で消毒 し， 充 分 な 監視 とr防的 治潦 を 施 し

た の で，其の 後の 死 亡 を喰 い 止 め 得た ．叉 両親の 了解 の

下 に，症例ユ  を29 日夕刻（死後約10時間）剖 険 した ．組識

学的に は ， 肺臓 は充 血 が 高度 で ， 浮 腫 が 諸 処 に 見 られ ，

炎 症 の 初期 像を呈 して い た．病原的検索 と して は，症働

10 の 剖検材料 か らは特定 の 細菌は証明出来な か つ た，ヴ

ィ ル ス （以 下 ヴ と略）学 的 検 索 は，孵化鶏卵 の 羊膜 腔 と

漿尿膜腔 に 剖検の 肺 乳 剤 と気管枝 分 泌 液 を 接種 し， 3代

に 及ん だ，肺乳剤では 両者共 に 陰性で あ つ た が ， 気管支．

分 泌 液の 漿尿膜腔内接種 で は ，2代 目に 6個 中 1個 に 血

球凝集 を 呈す る ヴ が 分 離 され た ．こ の 分離 ヴの 同定 を行

い ， 分離株 の 血 球凝集能 llま耐性熱であ り，血 球凝集抑制
’
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k応 に よ り，　分離 ヴ は イ ン フ ル エ ン ザ （以 下 イ tM6 ）

A2 と「司定 され ，イ　A ，，本 田 160株 と命名 され た ．叉 襷婦

と生存 児の 咽頭擦拭夜で，　孵 七鶏卵培養に よ る ヅ 分 離

は ， 3代継代 に 及 ぶ 弋全例陰性 二 終　 、．次に バ rf 免声

学 的 検 索で ぱ， 2 月 15 日 及び 3 月 26 臥 ．一児 ∂ 母 親，　 般

忠者 及 び 病院勤務者 35名 に 覧 き，血 清中の A ・
・1・賦 ’ヴ

・一対 す る特異抗体の 測定 を 行 い ， 抗体の 消長 ｝二追及 「
th −

≦い
』
果，　2 月15 口 は，既 に イ の 流f了ゆ ／に具月‘二当 っ て 1，、＼ レ

t’）と考 え られ る．近 時 ，，生 院 丶 新 生 児 生 　某 剤 而トド三iifT二

よ る 汚染等，注 目 之 ヒ っ 二 あ る 折柄，本 乎 例　，＋F ！ラ己

）取 受、、一対 して ， 色 女 の 教訓を示ナ 亨　 であ
ワ

丿．

　 142 ． 各種 抗生 物質 及 び サ ル フ ア 剤 の カ ン デ イ

ダ に 及 ぼす影 響に つ い て

　　　　　　　 （1［1口 匠 大）　藤生太郎，戸鳩〔平

　 近年ウ齢 1特 L カ ン デ イ ダ症 、」 庄 目布 昌び，rL 　 月
L
る 研 究 は 急速 ： 進 歩 し，諸 家 り 冬 くb 業績

’“
発 表 さ れ、

てい る．私 も種 攻 の 方 面 か ら カ ン デ イ ダ と各種抗生 物質

廴 ドサ ル フ ァ 剤 とtt
’
）関係 ＿観察 し，い さ ts か 知見頻 顎 丶

．／．で報告 す る．

　 1　 臨 床的研 究

　身 体各部 よ リカ ン デ t ダ
’
培養 ， 分 離 ， 「 髦を 行 い ，

咽 頭，直腸に 約 20％ の カ ン デ f ダ を倹 出 し，C．　albic ：ans

辷62．74 ％ 同 足 した．夊 虫 垂 内容物 よ り 14．13 ％ の b

ン デ ィ ダ ー検出 し，C．　albicans を70． ％ 同 定 し1−．次

　 店核患者 の 咽頭 よ り約 26％ の カ ン デ ィ ダ を検出 しt ．

次 ：二手 術患者 198名 に つ い て 術前及 び 術後 1 週 口，及 び

112 名 IL対 し術 前及 び 術 後 1 週 目 夊 び 2週 fie身1†浮部

ノ ．」 ン デ ィ ダ を検ドロノ ，こが 術後 1 週 1爿二 は 有．一“⊃業を 以

つ て
1
”

弭 した が 2 週 目に は 殆／ ど変動 を 示 さ な か つ 1こ．

病 讀別 ， 術後投与 した 抗生 物質 つ量別 に み，、が ， 惡 性 嶂

瘍 に ダ く叉抗生 物 質の 大量投与例 に ri い 隔性率をみ、こ．

　 H　 実験的 研 究

　 マ ウ ス に カ ン デ ィ ダ症 、一発症 ざせ 各種抗生物質及びサ

ル フ ァ 剤 1）　r．れ に 及 ぼ す 適ゾ 響 を実 験 した 、9，抗 生 物 質 堕

び サル フ ァ 剤 を使用 した 例に 著 しい 死 亡 時閙 の 短縮 を み

“ ．又斃死 マ ウ ス の 腹 水 及 び 心 nt1の 培養の 結 果，腹水 ，・．

100％ ，心 rlii．に 85〜90％ の カ ン デ ィ ダ腸性 率を み た ．叉

斃死 マ ウ ス の 病理 組織学的検索を行 な い ，各種臓器 に 円

形 細 胞 浸 潤 を認 う，特 に 肝 ，腎 に 著 明 な病 変を 記 め，特

に 脾 に 於 て 巨 大細胞の 出現 を み た．

　以 上 臨床 的，実験的 研 究 に よ り各種抗 生 物 質及 び サ ル

フ ァ 剤 が生 体に菌交代現象 と して 働 き，カ ン デ ィ ダの 発

1責曽殖 ．と促進 さ 亡 る
’
丿 ⊃ と推定 しi こ ．

　 142．に 対 す る質 問　　　 （順 天 堂 大 ）　 古 元 　Ho ？

　 1）　 々 ：、rr
．
イ
博 宿 題 報岱 で in　 vitro の 亘 接 「

齟
月≡
’1’

証 II」」＿1 ．．t／t・”／　 ∴ in　 vivO
’

折牛 物 質つ ろ ミ r

斃死呼
．．
）宜「」1か　た．

　 2）　虫 年 ア f「丁甲 ．瓶 ⊥ 物 質 を投 与
1 、　 の に ，　 圭率

，冫ザ B ・一“一ごL ト　 ・，

　 3）　ギ．．1匕，、

・1つ 部己 、 一よる 牙 堆率 の 違 い 、偽 るで L／k う

ん’丶．

　 142．に 対す る答弁　 　　 （111凵 医 大 ）　 戸嶋　昌平

　 虫 垂 切 除 術 を行 つ た患 沓の 術 前机二L初質投
fJt如 何 に つ

い て け，本 人 う供 述 L よ つ て 術 前 ：よ鮭嚥 で 　て た
「

っ t

悖1］冫こ と　　丿　蕁：　し，、⊂．

　142．に 対 ず る 追 加　　　　 〔口 1丿 ナ 、　 干 田　智勇

　　 1 オ i ），抗一L 剤 の 投与 に よ る，握 内 カ ン デ ィ ダ の

消 長 を 齢 臓 L 一
メ，対照 的 、t一比 して 明 ら か に 高 率 　検

1
［
II

率 を 示 した ，然 しこ れ ら陽 性 例 ギ ，人．多数 ほ：臨牢所見、
’
、

申 蔓ご 〉つ た が，4＞ 身状 t う凱興 丿て 不良な 少数多、で重 t

　 釡 ｝性 カ ン ァ f グ JT 舵 経験 し て い ご：，，

　 143．　 婦人科領域に 於 け る免疫化学的研究 （第

3 報）

　　　　 （全沢 lr）1／ ヨ 柄 院） 内田 一，松井健 二

　　　　　　　　作 川 憲章，河野義博 ，足 立　登

　　　　　　　　松柳豊志，西村呵子 ，鍛詒 歩子

　 ，1ノ
“flt 一

球 学ムに 於 ：ラ
’
る 報告に 引続 い て ，今 日 、特 二

胎 読 ノ 異常 厂 殖 ：二伴 う止 青蛋 白質 の 夏 動 二中 心 と し て 己

疫 t 学的 eこ 追 究 しi こ ．
Ll

二 て 昨 年 1 月 1 日 よ り11月 30

11 至 る迄 ＿治療 した膕 1有胎 8例 ，絨
．
毛 E反 腫 丁例，

i
’．”

測 1」91例 中 ひ 邑：適
L
コな症 例 を還 ん で，そ れ らつ 患 苔

冂i 肯　家兎 に 注 射 して 各種抗血沽 を 作 り，そ 孔 る を 門 ・

て，i ］状奇 1二・，絨毛上 皮唾，子官頒既田者 血 清 並 丿に 託

婦血 清，工L着人 血 清 を種 々 の 組合 唄 於 て，寒人 ゲ ル 拡

散法
ヨ

 　寒天免疫電気泳動法
：）

　
コ）Ouchterlony 　 methode 　

2〕Grabar 　 methode

　 、こ よ　り上ヒ較 倹 討 L〆、、一，

　抗 Kv抗体
「

K 　tbに 基ず い て 得 られ る 沈 降線 を よ り
．．’［膏明

示 し，更に 各 汎 降線に 関与 す る 抗 1亰 を 比 較 分析 す b 為

に ，同
一

寒天 板 を 2 〜 3枚 に 薄切 し，こ れ を ガ ラ ス 板に

L つ て，乾燥フ ィ ル ム と し て 後 ，蛋 1．
’
1染色，糖蛋 白染

色 れ
’
1，Pヒ肪 染 色等 を 施 す こ とに よ り，同

一 Immuno

gram ご 各 種 の 染 色，｛．」・ ら更 に 考察 を加 え ∴ ．

　そ の 結 果，抗   状奇胎 家兎 血 清 と胞状奇胎 血 袙 とら 問
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